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2024年度 決算説明会

2025年5⽉9⽇

執⾏役員財務担当 中島 聡
当資料に掲載されている情報のうち歴史的事実以外のものは、発表時点で⼊⼿可能な情報に基づく当社の
経営陣の判断による将来の業績に関する⾒通しであり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありま
せん。実際の業績は、経済動向、為替レート、市場需要、税制や諸制度等に関するさまざまなリスクや不確
実要素により⼤きく異なる結果となる可能性があることをご承知おきください。
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業績ハイライト
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■2024年度 通期業績

売上収益
前年⽐ 6.5％増の 8,766億円 となりました。
P&S事業において本体・消耗品ともに堅調に推移するとともに、マシナリー、P&H、ドミノ事業などの売上が伸⻑しました。
これらに為替のプラス影響も加わり、売上収益は過去最⾼を更新しました。

事業セグメント利益
前年⽐ 2.8％増の 777億円 となりました。
主に⼈件費を中⼼とした販管費が⼤幅に増加したものの、
P&S事業における価格対応の効果に為替のプラス影響なども加わり、増益となりました。

営業利益
前年⽐ 40.4%増の 699億円 となりました。
前年度に計上したドミノ事業におけるのれんの⼀部の減損損失がなくなったことなどにより、⼤幅な増益となりました。

親会社当期利益
前年⽐ 73.1%増の 548億円 となりました。

■2025年度 通期業績予想

為替レートを2024年度に対し円⾼に設定したことによるマイナス影響と、⽶国関税政策の影響を織り込むものの、
売上収益、各段階利益ともに前年並みの⽔準を確保することを⾒込んでいます。
中期戦略「CS B2027」で掲げた成⻑投資は着実に実⾏し、
マシナリー事業を中⼼とした産業⽤領域の成⻑と、P&S事業の収益性維持を⽬指します。

■株主還元

2024年度の1株当たり年間配当は、前年⽐ 16円 増配の 100円 を予定、
2025年度の1株当たり年間配当は、 100円 を予定しています。

合わせて、200億円 を上限として⾃⼰株式の取得を実施します。 （2025年5⽉12⽇〜2026年4⽉30⽇）
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• P&S事業において本体・消耗品ともに堅調に推移するとともに、
マシナリー、P&H、ドミノ事業などの売上が伸⻑

• これらに為替のプラス影響も加わり、売上収益は過去最⾼を更新

売上収益 8,766億円/＋6.5％（前年⽐）

業績ハイライト
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事業セグメント利益 777億円/＋2.8％（前年⽐）

• 主に⼈件費を中⼼とした販管費が⼤幅に増加したものの、
P&S事業における価格対応の効果に為替のプラス影響なども加わり、
増益となる

• 前年度に計上したドミノ事業におけるのれんの⼀部の減損損失がなくなった
ことなどにより、⼤幅な増益となる

営業利益 699億円/+40.4％（前年⽐）

2024年度 通期業績 2025年度 通期業績予想

売上収益 8,750億円/▲0.2％（前年⽐）

事業セグメント利益 750億円/▲3.5％（前年⽐）

• 為替レートを2024年度に対し円⾼に設定したことによるマイナス影響と、
⽶国関税政策の影響を織り込むものの、
売上収益、各段階利益ともに前年並みの⽔準を確保する

• 中期戦略「CS B2027」で掲げた成⻑投資は着実に実⾏し、
マシナリー事業を中⼼とした産業⽤領域の成⻑と、
P&S事業の収益性維持を⽬指す

株主還元

親会社当期利益 548億円/＋73.1％（前年⽐）

• 2024年度の1株当たり年間配当は、100円を予定（前年⽐16円増配）
• 2025年度の1株当たり年間配当は、100円を予定
• 200億円を上限として⾃⼰株式の取得を実施
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2024年度 通期業績
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2024年度 通期の売上収益は、
主にP&S事業における売上増や為替のプラス影響により、 前年⽐ 536 億円増の 8,766 億円 となり、
過去最⾼を更新しました。

事業セグメント利益は、前年⽐ 21 億円増の 777 億円 となりました。

営業利益は、前年⽐ 201 億円増の 699 億円、
親会社当期利益は、前年⽐ 231 億円増の 548 億円 となりました。
営業利益以下は、前年度に計上したドミノ事業におけるのれんの⼀部の減損損失がなくなったことにより、
⼤幅な増益となっています。

なお、2024年度の実績ベースでの為替感応度（1円の円安で年間業績に与える影響）は、
売上収益に対しては、USドルがプラス 15 億円、ユーロがプラス 11 億円、
事業セグメント利益に対しては、USドルがマイナス 2 億円、ユーロがプラス 10 億円となりました。
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2024年度通期 連結業績概要
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（億円）

増減率
（）は為替影響

除く増減率

増減
（）は為替影響

除く増減
前回予想

増減率
（）は為替影響

除く増減率

増減
（）は為替影響

除く増減

24年度
実績

23年度
実績

0.2%15
8,750

6.5%536
8,7668,229売上収益

(▲0.3%)(▲27)(3.6%)(300)
▲2.9%▲238002.8%21777756事業セグメント利益

(▲3.0%)(▲24)(▲6.0%)(▲46)
9.1%8.9%9.2%事業セグメント利益率

▲38▲40180▲78▲258その他の収益・費⽤

▲8.0%▲6176040.4%201699498営業利益
8.7%8.0%6.1%営業利益率

▲6.6%▲5380042.2%222747525税引前利益
親会社の所有者に帰属する

▲3.9%▲2257073.1%231548316当期利益
0.42152.068.08152.48144.40USD
0.24163.386.82163.62156.80EUR

主にP&S事業における売上増や為替のプラス影響により、売上収益は過去最⾼を更新し、各段階利益も増益となる。
営業利益以下は、前年度に計上したドミノ事業におけるのれんの⼀部の減損損失がなくなったことなどにより、
⼤幅な増益となる

事業セグメント利益売上収益（24年度実績）
▲215USD
1011EUR

■為替感応度（1円の円安で年間業績に与える影響） （億円）
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事業セグメントごとの業績⼀覧です。
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2024年度通期 事業セグメント別実績
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（億円）

※「その他」にセグメント間取引消去額を含みます

旧セグメント

営業利益事業セグメント利益売上収益

増減24年度
実績

23年度
実績増減24年度

実績
23年度
実績増減24年度

実績
23年度
実績

▲21589610▲156106252995,4485,149P&S
▲15823▲1492278852774マシナリー
27636▲24145451981,1941,096ドミノ

▲10010▲5510▲8200208ニッセイ
42672548732567572505P&H
32017319167388381N&C

▲74▲2054176▲4111116その他
201699498217777565368,7668,229合計
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2024年度通期 振り返り
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2024年度 事業別振り返り（為替影響を除いた実質ベース）

旧セグメント

（対前年で ⻘字︓ポジティブ ⾚字︓ネガティブ）

[通信・プリンティング機器]
製品本体︓レーザーは主に欧州における市況低迷や供給制約の影響を受け販売が減少したものの、インクジェットは販売が伸⻑
消耗品︓価格対応の効果などにより総じて堅調に推移

[ラベリング] 汎⽤ラベリングの販売は減少したものの、業務⽤ラベリングの販売は本体・消耗品ともに堅調に推移
• 消耗品の価格対応の効果などがあったものの、主に⼈件費を中⼼とした販管費が⼤幅に増加したことにより減益

P&S

[産業機器] 中国・アジアを中⼼に設備投資需要が緩やかに回復し、増収
[⼯業⽤ミシン]

ガーメントプリンター︓主に欧⽶での販売が減少
⼯業⽤ミシン︓アジアのアパレル向け設備投資需要が回復し販売が増加

• 増収となったものの、販管費の増加やミックスの変化などにより、⼤幅な減益

マシナリー

• 設備投資需要が軟調に推移し、製品本体の販売が減少したものの、消耗品の販売が底堅く推移し、増収
• 事業セグメント利益は、⼈件費や基幹業務システムの刷新費⽤など、販管費が増加したものの、前年並み
• 営業利益は、前年度に計上したのれんの⼀部の減損損失がなくなったことで、⿊字化

ドミノ

• 設備投資需要の低迷により、主に減速機の販売が低調に推移し、減収減益ニッセイ

• 中級機・普及機の販売が堅調に推移したことに加え、⾼級機の新製品投⼊効果により、増収増益P&H

• カラオケ機器の販売などが堅調に推移したことにより、増収増益N&C

2024年度通期の為替影響を除いた事業別の振り返りです。
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2024年度 通期の売上収益の増減要因です。各事業、為替影響を除いた実質ベースの数値です。

・P&S
[通信・プリンティング機器] 消耗品は価格対応の効果、製品本体はインクジェットの販売伸⻑により、
本体・消耗品ともに堅調に推移しました。
[ラベリング] 業務⽤ラベリングの販売が堅調に推移しました。
P&S事業全体では、増収となりました。

・マシナリー
[産業機器] 中国・アジアを中⼼に市況が緩やかに回復し、販売が増加しました。
[⼯業⽤ミシン] ガーメントプリンターの販売が主に欧⽶で減少したものの、
⼯業⽤ミシンの販売はアジアにおける設備投資需要の回復を受け好調に推移しました。
マシナリー事業全体では、増収となりました。

・ドミノ
設備投資需要が軟調に推移し、製品本体の販売が減少したものの、
消耗品が堅調に推移し、増収となりました。

・ニッセイ
設備投資需要の低迷により、主に減速機の販売が低調に推移し、減収となりました。

・P&H
中級機・普及機の堅調な販売や、欧⽶での⾼級機の新製品投⼊効果により、増収となりました。

・N&C
カラオケ機器の販売などが堅調に推移し、増収となりました。

これらに、為替が円安に推移したことによるプラス影響 236 億円が加わり、
全社では 536 億円増となる 8,766 億円 となりました。
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2024年度通期 売上収益の増減要因

9

※増減額は為替影響を除いた実質ベース

164

54
36 53

7 236

マシナリー ドミノ

▲11

ニッセイ P&H N&C 為替影響額

▲4

8,229

8,766

24年度23年度 P&S その他

P&S :+134
マシナリー :+24
ドミノ :+62
P&H :+13

USD  :+120 
EUR :+77
GBP :+66

P&S事業において本体・消耗品ともに堅調に推移したことや、マシナリー、P&H、ドミノ事業の売上が伸⻑したことに、
為替のプラス影響も加わり、増収となる

旧セグメント

（億円）
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事業セグメント利益の増減要因です。主な要素についてコメントします。

・為替影響
主にP&S事業で為替のプラス影響がありました。

・売上増減
P&S事業におけるミックスの変化による影響があったものの、
P&H事業における⾼級機の新製品投⼊効果などが貢献しました。

・販促費
主にP&S事業において、製品本体の販売が増加したことにともない、増加しました。

・物流コスト
主にP&S事業において、海上運賃の⾼騰が落ち着いたことにより、減少しました。

・販売価格
主にP&S事業において、消耗品の価格対応の効果がありました。

・販管費等
各事業において、⼈件費を中⼼に増加しました。

これらにより、事業セグメント利益は、前年⽐ 21 億円増の 777 億円となりました。
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67

27

28

106
15

売上増減

▲31

販促費 物流コスト 販売価格 部材コスト

▲191

756

777

24年度23年度 為替影響 販管費等

2024年度通期 事業セグメント利益の増減要因

10

P&S   ︓＋47

P&S ︓▲56
マシナリー ︓+11
ドミノ ︓+11
P&H    ︓+59

P&S    : ▲25

P&S  ︓+102

P&S    ︓+15

P&S   ︓+30

P&S ︓▲128
マシナリー︓▲36
ドミノ ︓▲13

海上運賃︓+30（費⽤減）
航空運賃︓+0（費⽤減）

主に⼈件費を中⼼とした販管費が⼤幅に増加したものの、
P&S事業における価格対応の効果に為替のプラス影響なども加わり、増益となる

旧セグメント

（億円）
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2025年度 通期業績予想
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開⽰セグメントの変更

 通信・プリンティング機器  通信・プリンティング機器

 ラベリング  ラベリング

 産業機器  ドミノ

 ⼯業⽤ミシン  産業⽤プリンター

 産業機器

 ⼯業⽤ミシン

 その他

 マシナリー

 P&S（プリンティング＆ソリューションズ)

 ドミノ

 ニッセイ

 P&H（パーソナル＆ホーム）

 N&C（ネットワーク＆コンテンツ）

 その他

 N&C（ネットワーク＆コンテンツ）

 P&S（プリンティング＆ソリューションズ)

 IP（インダストリアル・プリンティング）

 マシナリー

 ニッセイ

 P&H（パーソナル＆ホーム）

※P&S、IP、マシナリー事業内のサブ事業は売上のみ開⽰

変更前の開⽰セグメント（〜24年度） 変更後の開⽰セグメント（25年度〜）

2025年度より、ドミノ事業とマシナリー事業（⼯業⽤ミシン）に含まれていた産業⽤プリンターを統合し、
インダストリアル・プリンティング事業（略称︓IP事業）として開⽰

12

2025年4⽉1⽇付で、中期戦略「CS B2027」に基づき開⽰セグメントを⼀部変更しました。

ドミノ事業と、これまで「マシナリー事業」内のサブ事業である「⼯業⽤ミシン」に含まれていた「産業⽤プリンター」を統合し、
「インダストリアル・プリンティング事業（略称︓IP事業）」として開⽰します。

事業区分は、
「P&S事業」、「IP事業」、「マシナリー事業」、「ニッセイ事業」、「P&H事業」、「N&C事業」、「その他事業」となります。
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2025年度通期 業績予想の前提

13

1USD＝140円、1EUR＝160円為替前提

10％の追加関税（中国に対しては145％）が年度末まで継続することを前提に、
以下を業績予想に織り込む

✘ 上記の関税負担の増加
✓ ⽶国市場での販売価格の値上げ、経費・販促費のコントロール、コストダウン、⽣産調整
✘ ⽶国市場での値上げにともなう販売数量減少
✘ 中国向けビジネス⽐率が⾼く、設備投資需要の減退が⾒込まれるマシナリー事業などにおける

市況悪化リスク

⽶国関税政策の
影響と対応策

2025年度の通期業績予想には、⽶国関税政策の影響を以下の前提のもと織り込む。
関税政策については、引き続き状況を注視し影響を精査の上、必要に応じて通期業績予想のアップデートを⾏う

2025年度 通期業績予想の前提です。

・為替
USドルは140円、ユーロは160円としています。

・⽶国関税政策の影響と対応策
10％の追加関税（中国に対しては145％）が年度末まで継続することを前提とし、
関税負担の増加に対して、⽶国市場での値上げなどの対応策で打ち返しを図ります。
なお、値上げにともなう販売数量減少や、マシナリー事業を中⼼とした市況悪化についても、業績予想に織り込んでいます。

⽶国の関税政策については、⽇々状況が変わることが予想されますので、
必要に応じて通期業績予想のアップデートを⾏う予定です。
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2025年度の通期業績は、為替レートを2024年度に対し円⾼に設定したことによるマイナス影響と、
⽶国関税政策の影響を織り込むものの、
売上収益、各段階利益ともに前年並みの⽔準を確保することを⾒込んでいます。

売上収益は、15億円減の 8,750 億円

利益については、
事業セグメント利益は、 27億円減の 750 億円
営業利益は、 31億円増の 730 億円
親会社当期利益は、 2億円増の 550 億円 の⾒込みです。

厳しい状況においても、中期戦略「CS B2027」で掲げた成⻑投資は着実に実施します。
なお、⽶国関税政策の動向次第では、売上・利益へのマイナス影響がさらに拡⼤するリスクもありますが、
全社を挙げて可能な限り挽回に努めます。

14
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【参考】
オリジナル予想

（関税影響を除く）

増減率
()は為替影響
除く増減率

増減
()は為替影響

除く増減

25年度
予想

24年度
実績

8,760▲0.2%▲15
8,7508,766売上収益

(5.7%)(500)
800▲3.5%▲27

750777事業セグメント利益
(0.5%)(4)

９.1%8.6%8.9%事業セグメント利益率

058▲20▲78その他の収益・費⽤

8004.5%31730699営業利益
9.1%8.3%8.0%営業利益率

8200.4%3750747税引前利益
親会社の所有者に帰属する

5900.4%2550548当期利益
140.00▲12.48140.00152.48USD
160.00▲3.62160.00163.62EUR

2025年度通期 連結業績予想

14

（億円）

為替レートを2024年度に対し円⾼に設定したことによるマイナス影響と、⽶国関税政策の影響を織り込むものの、
売上収益、各段階利益ともに前年並みの⽔準を確保する

※売上収益の24年度実績を8,776から8,766に修正いたしました（誤りはこのページのみです）



事業セグメントごとの業績予想の⼀覧です。

15
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2025年度通期 事業セグメント別予想

15

※「その他」にセグメント間取引消去額を含みます

（億円）

新セグメント

営業利益増減事業セグメント利益売上収益

25年度
予想

24年度
実績増減25年度

予想
24年度
実績増減25年度

予想
24年度
実績

266155892612610▲1215,3275,448P&S（プリンティング＆ソリューションズ）

▲92332▲282452▲281,3451,373IP（インダストリアル・プリンティング）

344612354611118791673マシナリー
55005520220200ニッセイ

▲95867▲155873▲20552572P&H（パーソナル＆ホーム）

22220322198396388N&C（ネットワーク＆コンテンツ）

▲18▲38▲19▲23▲1677119111その他
31730699▲27750777▲158,7508,766合計

マシナリー事業を中⼼とした産業⽤領域での成⻑と、P&S事業での収益性の維持を⽬指す



2025年度の売上収益・事業セグメント利益の主な増減要因です。以下のように予想しています。

・P&S（プリンティング＆ソリューションズ）
売上収益は、製品本体・消耗品ともに堅調に推移。
事業セグメント利益は、⽶国関税政策にともなうマイナス影響や、⼈件費を中⼼とした販管費の増加があるものの、
増収効果、および価格対応などの対応策の実施により、前年並み。

・IP（インダストリアル・プリンティング）
ドミノ・産業⽤プリンターともに増収となるものの、⽶国関税政策にともなうマイナス影響や
⼈件費、開発費、基幹業務システムの刷新費⽤などの販管費の増加により、減益。

・マシナリー
⽶国関税政策による市況悪化の影響を織り込むものの、
主に産業機器における前年度からの設備投資需要の回復や
重点地域における販売強化、新製品の拡販により、増収増益。

・P&H（パーソナル＆ホーム）
中⾼級機を中⼼とした販売強化により増収となるものの、前年度に投⼊した新製品効果が⼀巡し、減益。

・その他
事業セグメント利益には、⽶国関税政策にともなう全社でのリスクを織り込む。

これらに、為替のマイナス影響が加わるものの、売上収益・事業セグメント利益ともに前年並みを⾒込んでいます。

16
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2025年度通期 売上収益/事業セグメント利益の増減

16

219

77

145

26

18

8

7

マシナリー

ニッセイ

P&H

N&C

▲516為替影響額

8,766

8,75025年度予想

24年度実績

P&S

IP

その他

5

45

2

3

▲23

為替影響額 ▲30

N&C

P&H ▲10

ニッセイ

マシナリー

IP ▲18

P&S

24年度実績

その他

75025年度予想

777

※増減額は為替影響を除いた実質ベース

売上収益の増減 事業セグメント利益の増減

（億円）（億円）

新セグメント
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【参考】2025年度通期 事業セグメント利益の増減 ⽶国関税政策の影響

17

全社において対応策を講じることで、⽶国関税政策にともなう事業セグメント利益へのマイナス影響を50億円に留める

800
750

2025年度
オリジナル予想

（影響反映前）

▲215

関税負担増 対応策

▲81

販売減少リスク 2025年度
予想

（影響反映後）

246

（億円）

【税率の前提】
• 中国以外︓10％
• 中国︓145％

• ⽶国での値上げ
• 経費・販促費のコントロール
• コストダウン
• ⽣産調整

事業セグメント利益の増減（⽶国関税影響 反映前と反映後）

• 値上げにともなう⽶国で
の販売減少

• 主にマシナリー事業にお
ける市況悪化

17

2025年度の事業セグメント利益予想の増減です。

当初、⽶国関税政策の影響を除いて800億円の事業セグメント利益を⾒込んでいましたが、
影響を踏まえて750億円としました。
関税負担増や販売減少リスクなどがあるものの、
全社において対応策を講じることで、事業セグメント利益へのマイナス影響を50億円に留めます。
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財務の状況/キャッシュ・フロー/設備投資・償却費/研究開発費

18

18
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ROEは、前年度に計上したドミノ事業におけるのれんの⼀部の減損損失がなくなった影響もあり、8.1%となりました。

PBRは、2025年3⽉末時点で1.0倍となりました。

在庫については、2024年12⽉末と⽐較し、棚卸資産・棚卸資産回転⽉数ともに緩やかに減少しています。

© 2025 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved.

財務の状況

19

※棚卸資産回転⽉数＝棚卸資産÷（１ヶ⽉平均売上原価）

2,221 2,338 2,319 
2,116 2,080 

2,248 2,193 
2,344 2,268 

5.4
6.2 6.1

5.2 5.2 5.7 5.6 5.4 5.3

23年
3⽉末

23年
6⽉末

23年
9⽉末

23年
12⽉末

24年
3⽉末

24年
6⽉末

24年
9⽉末

24年
12⽉末

25年
3⽉末

棚卸資産（億円） 棚卸資産回転⽉数（⽉）
（億円）

財政状態計算書 主要項⽬ 棚卸資産推移

増減25年3⽉末24年3⽉末
3225,7415,419流動資産

661,7281,661現預⾦
1892,2682,080棚卸資産
443,5863,542⾮流動資産

1322,4122,280負債合計
066有利⼦負債

2336,9146,680株主資本
3659,3278,961総資産

増減25年3⽉末24年3⽉末
661,7221,655ネット・キャッシュ

-74.1%74.5%株主資本⽐率
-8.1%5.0%ROE
-1.001.08PBR



現預⾦の残⾼は、期⾸の 1,661億円から 67億円増加し、1,728 億円となり、
418億円のフリー・キャッシュ・フローを創出しました。

20
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フリー・キャッシュ・フロー: 418億円
財務CF︓▲346億円

1,661
1,728

747

527

税前利益 償却費

▲118

その他
財務CF

▲256 ▲6
▲90

為替
その他

期末残⾼有利⼦負債

0

その他
投資CF

▲10

設備投資

▲471

配当⾦
⽀払い

その他
営業CF

期⾸残⾼

▲19

法⼈税等

▲236

運転資⾦

（億円）

2024年度 キャッシュ・フロー分析

20

投資CF︓▲482億円営業CF︓900億円
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・2024年度実績
設備投資は 460 億円、減価償却費は 426 億円、研究開発費は 495 億円となりました。

・2025年度予想
中期戦略「CS B2027」で掲げた投資を実施し、
設備投資は 580 億円、減価償却費は 460 億円、研究開発費は 513 億円を⾒込んでいます。

© 2025 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved.

設備投資・減価償却費/研究開発費

21

設備投資内訳 研究開発費内訳

（億円）

474 460

580

23年度
実績

24年度
実績

25年度
予想

*産業⽤領域は、マシナリー事業、ドミノ事業（25年度はインダストリアル・プリンティング事業）、ニッセイ事業の内訳を合算したものです。

25年度
予想

24年度
実績

23年度
実績

177148134産業⽤領域
336347346⺠⽣⽤領域他
513495479計

25年度
予想

24年度
実績

23年度
実績

11383100産業⽤領域
467376375⺠⽣⽤領域他
580460474計

設備投資 減価償却費 研究開発費

383
426 460

23年度
実績

24年度
実績

25年度
予想

（億円）（億円）

（億円）（億円）

479 495 513

23年度
実績

24年度
実績

25年度
予想
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株主還元

22

22
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株主還元｜配当

30 36 42
54 60 60 60 64 64

84

50 50

50 50

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
(予定)

2025
(予定)

100 100

2024年度の1株当たり年間配当は、100円（16円増配）、2025年度の1株当たり年間配当は、100円を予定

「CS B2027」株主還元⽅針 配当

基本
⽅針

安定的かつ継続的な
株主還元の実施

配当

⾃⼰株式取得

追加還元

• 1株あたり年間100円の配当を下限
• 配当性向40%を⽬安とする

• CS B2027の期間に、
合計600億円(3ヵ年合計)の
⾃⼰株式を取得予定

• 業績等の状況に応じて追加還元を検討
（配当⽔準の引き上げや機動的な⾃⼰株式の追加取得）

• 2024年度の1株あたり年間配当は、100円を予定
（前年⽐16円増配）

• 2025年度の1株あたり年間配当は、100円を予定

1株あたり年間配当額の推移
中間 期末 年間

23

株主還元についてです。

・2024年度
2024年度を最終年度とする中期戦略「CS B2024」においては、未来に向けた先⾏投資を⾏う⼀⽅で、
1株当たり年間68円の配当を下限⽔準とし、業績状況等に応じて配当⽔準の引き上げを含めた
追加的な株主還元を検討すること、加えて、⾃⼰株式の取得については機動的に実施することを掲げてきました。

この⽅針に基づき、
2024年度の期末配当を 50 円（前回予想50円）とし、すでに実施済みの中間配当50円と合わせ、
1株当たり年間配当は 100 円（前回予想100円）となる予定です。（前年⽐16円増配）

・2025年度予想
2025年度よりスタートする中期戦略「CS B2027」においても、
これまでの増配・維持の流れを引き継ぎ、株主還元をさらに強化していく予定です。
1株当たり年間100円の配当を下限⽔準とし、配当性向40%を⽬安として還元します。
また、「CS B2027」の期間中に合計600億円の⾃⼰株式の取得を⾏う予定です。
加えて、業績等の状況に応じて追加還元も検討していきます。

2025年度は、中間配当、期末配当ともに 50 円とし、
1株当たり年間配当は 100 円を予定しています。（前年同額）

23
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株主還元｜⾃⼰株式の取得

24

株主還元と資本効率の向上、および機動的な資本政策を遂⾏するため、
200億円を上限として⾃⼰株式の取得を実施する

200億円（上限）取得価額の総額

取得し得る
株式の総額

1,100万株（上限）
発⾏済み株式総数に対する割合︓4.29％

取得期間 2025年5⽉12⽇〜2026年4⽉30⽇

取得後の
⾃⼰株式の扱い 希薄化懸念の払拭のため、消却する予定

24

加えて、株主還元と資本効率の向上、および機動的な資本政策を遂⾏するため、
200億円を上限として⾃⼰株式の取得を実施します。
取得後は、株式の希薄化懸念の払拭のため、消却する予定です。
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社⻑メッセージ

25

25
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社⻑メッセージ

ブラザーグループ 中期戦略

中期戦略 CS B2027(2025〜27年度)始動
⻑期的な企業価値向上に向け
事業ポートフォリオの変⾰を加速し、
利益創出⼒を⾼めていく

• 中期戦略の⽅針・⽅向性に変更はなし。
変⾰を実現していく”実⾏の3年間”とする

• 関税影響は相当の規模で⾒込まれるが
全事業で対応策を展開し、業績影響の最⼩化を図る

• 成⻑投資および技術基盤・⼈財基盤の強化を
確実に実⾏し、産業⽤領域の成⻑を推進する

• 資本コストと株価を意識した経営を推進し、
株主還元を強化する

26

2025年4⽉より、中期戦略「CS B2027」が始動しました。
「挑む。未来へ、⼤胆に」 が、CS B2027のテーマです。
⻑期的な企業価値の向上に向け、事業ポートフォリオ変⾰を加速させ、
利益創出⼒を⾼めることを⽬指して取り組みを進めます。

⽶国関税政策の公表を受け、今後の世界経済の動向は不透明な中ではありますが、
お伝えしたいのは、中期戦略の⽅針や、ブラザーグループが⽬指していく⽅向性に変化はないということです。
グループ全体で⾏動変容を起こし、変⾰を確実に実現させていく“実⾏の3年間”にしていきます。

関税影響は相当な規模が⾒込まれますが、
ブラザーグループ全社で対応策を展開し、業績影響の最⼩化を図ります。

なお、M&A・アライアンスを中⼼とした成⻑投資の実⾏や、
技術基盤・⼈財基盤への投資を中⼼とした変⾰を⽀える経営基盤の強化など、
産業⽤領域の成⻑に向けてブラザーグループとしてやるべきことを確実に実⾏していきます。

また、資本コストと株価を意識した経営を推進し、
投資とのバランスを図りながら株主還元を⼤幅に強化していく⽅針にも変更はありません。
本⽇、⾃⼰株式の取得についても公表しましたが、
今後も安定的かつ継続的な株主還元を実施していきます。

今期の業績予想のポイントは、⽶国関税への対応⽅針であると理解しています。
今後、個別の国・地域への関税上乗せによる影響や世界経済の減速などが⽣じることになっても、
全社を挙げて可能な限り挽回に努めていきます。

26
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Appendix
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2024年度 第4四半期（1⽉-3⽉）業績

28
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2024年度 第4四半期の売上収益は、全事業で売上が伸⻑したことに為替のプラス影響も加わり、
前年同期⽐ 76億円増の 2,178 億円 となりました。

事業セグメント利益は、販管費の増加やP&S事業における消耗品の販売減を含むミックスの変化などにより、
54 億円減の 85 億円となりました。

営業利益は、171 億円増の 58 億円 、
親会社当期利益は、193 億円増の 44 億円 となりました。
営業利益以下は、前年同期に計上したドミノ事業におけるのれんの⼀部の減損損失がなくなったことにより、
⿊字となりました。
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2024年度第4四半期 連結業績概要

29

（億円）

増収となるものの、販管費の増加やP&S事業における消耗品の販売減を含むミックスの変化などにより、
事業セグメント利益は減益となる。
営業利益以下は、前年度に計上したドミノ事業におけるのれんの⼀部の減損損失などがなくなったことにより、⿊字となる

増減率
（）は為替影響

除く増減率

増減
（）は為替影響

除く増減
24Q423Q4

3.6%76
2,1782,102売上収益

(3.1%)(66)
▲38.9%▲5485140事業セグメント利益

(▲35.8%)(▲50)
3.9%6.6%事業セグメント利益率

225▲ 27▲253その他の収益・費⽤

-17158▲113営業利益
2.7%▲5.4%営業利益率

-17466▲108税引前利益
親会社の所有者に帰属する

-19344▲150当期利益
5.08152.95147.87USD

▲0.16160.74160.90EUR
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事業セグメントごとの業績⼀覧です。
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2024年度第4四半期 事業セグメント別実績

30

（億円）

※「その他」にセグメント間取引消去額を含みます

旧セグメント

営業利益事業セグメント利益売上収益

増減24Q423Q4増減24Q423Q4増減24Q423Q4

▲7842120▲824312681,3231,315P&S
▲1▲5▲3▲1▲4▲332227195マシナリー
2790▲279713619311292ドミノ
▲5▲4111115150ニッセイ
10221216281114141127P&H
44▲145119896N&C

▲38▲1371▲1▲112726その他
17158▲113▲5485140762,1782,102合計
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2024年度 第4四半期の売上収益の増減要因です。

・P&S
通信・プリンティング機器、ラベリングともに、消耗品の販売が減少したものの、
製品本体の販売が増加し、増収となりました。

・マシナリー
主に、産業機器において、中国・アジアを中⼼に設備投資需要が緩やかに回復し、増収となりました。

・ドミノ
製品本体・消耗品ともに販売が増加し、増収となりました。

・ニッセイ
設備投資需要の低迷により減速機が低調に推移したものの、⻭⾞は堅調に推移し、前年同期並みとなりました。

・P&H
⾼級機における新製品投⼊効果などにより、増収となりました。

・N&C
カラオケ機器の販売が堅調に推移し、前年同期並みとなりました。

これらに、為替が円安に推移したことによるプラス影響 10 億円が加わり、
全社では 76 億円増となる 2,178 億円 となりました。

© 2025 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved.

2024年度第4四半期 売上収益の増減要因
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※増減額は為替影響を除いた実質ベース

7
30

12
1 14

1 10

ドミノ ニッセイ P&H N&C 為替
影響額

1

2,102

2,178

24年度Q423年度Q4 P&S マシナリー その他

（億円）

ドミノ : +7

USD  : +18 
EUR : ▲1
GBP : +7
その他 : ▲14

マシナリー、P&H、ドミノ事業を中⼼に全事業で売上が伸⻑したことに為替のプラス影響も加わり、増収となる

旧セグメント
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事業セグメント利益の増減要因です。主な要素についてコメントします。

・売上増減
主に、P&H事業における⾼級機の新製品投⼊効果があったものの、
P&S事業において消耗品の販売減を含むミックスの変化などがありました。

・物流コスト
主にP&S事業において、海上運賃の⾼騰が落ち着いたことにより、減少しました。

・販売価格
主にP&S事業において、消耗品の価格対応の効果がありました。

・販管費
主にP&S・マシナリー事業において、⼈件費を中⼼に増加しました。

これらにより、事業セグメント利益は、前年同期⽐ 54 億円減の 85 億円となりました。
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22
0

24年度Q4

▲40

部材コスト販売価格物流コスト

▲10

販促費

▲5

売上増減

▲17

為替影響

▲4

23年度Q4 販管費等

85

140

2024年度第4四半期 事業セグメント利益の増減要因
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（億円）

P&S   ︓▲56
マシナリー ︓+7
ドミノ ︓＋6
P&H     ︓+22

P&S ︓+22

P&S ︓▲9

P&S ︓▲29
マシナリー︓▲10

海上運賃︓▲9（費⽤増）
航空運賃︓▲1（費⽤増）

P&S事業における消耗品の価格対応の効果や、P&H事業における⾼級機の新製品投⼊効果があったものの、
P&S事業における消耗品の販売減を含むミックスの変化や販管費の増加などにより、減益となる

旧セグメント
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セグメント業績概要（2024年度業績）
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33
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2024年度第4四半期の実績についてご説明します。

P&S事業の第4四半期の売上収益は 1,323 億円。
現地通貨ベースでの伸び率は、プラス0.6%となりました。

・通信・プリンティング機器
売上収益は 1,154 億円。現地通貨ベースでの伸び率は、プラス1.1％となりました。
消耗品は、欧州における値上げ前の駆け込み需要の反動減により、販売が減少しましたが、
製品本体は、主にインクジェットの販売が伸⻑し、全体では前年同期並みとなりました。
詳細は次のページでご説明します。

・ラベリング
売上収益は 169 億円。現地通貨ベースでの伸び率は、マイナス3.1％となりました。
業務⽤ラベリングの販売は堅調に推移しましたが、汎⽤ラベリングが低調に推移し、減収となりました。

事業セグメント利益は、 43億円。
消耗品の価格対応の効果があったものの、
⼈件費のほか第3四半期に予定していた経費が後ろ倒しになったことによる販管費増加や、
消耗品の販売減を含むミックスの変化などにより、⼤幅な減益となりました。
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売上収益

ラベリング通信・プリンティング機器

プリンティング&ソリューションズ事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益
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（億円）

1,142 1,154

4,486 4,748 4,755

23Q4 24Q4 FY23 FY24
前回
予想

FY24

173 169

664 698 693

23Q4 24Q4 FY23 FY24
前回
予想

FY24

126
43

625 652 610

9.5%

23Q4

3.3%

24Q4

12.1%

FY23

12.0%

FY24
前回
予想

11.2%

FY24

利益率

事業セグメント利益

産業⽤

⺠⽣⽤

主な製品等

⺠⽣/産業区分
通信・プリンティング

汎⽤ラベリング

業務⽤ラベリング

レーザー複合機

ラベルライター ラベルプリンター

旧セグメント

インクジェット複合機

為替影響
除く増減率

対前年
増減率FY24FY24

前回予想FY23為替影響
除く増減率増減率24Q423Q4

3.2%5.8%5,4485,4465,1490.6%0.6%1,3231,315売上収益
3.5%6.0%4,7554,7484,4861.1%1.1%1,1541,142通信・プリンティング機器
6.4%6.2%1,8501,8351,7426.9%6.2%484456⽶州

-0.8%3.6%1,5011,5251,449-7.9%-7.9%352383欧州
5.1%9.9%9529378665.9%6.8%212199アジア他
2.9%5.3%452450429-0.6%0.9%106105⽇本（OEMを含む）
1.2%4.5%693698664-3.1%-2.4%169173ラベリング
2.5%4.7%318319304-5.4%-4.2%7781⽶州

-0.3%4.3%217220208-3.7%-3.7%5557欧州
0.0%4.6%1091091044.6%5.4%2322アジア他

-3.2%495048-1.5%1414⽇本

--2.5%610652625--65.4%43126事業セグメント利益
--3.5%589645610--65.0%42120営業利益

（億円）（億円）
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第4四半期における主要製品の売上伸び率についてです。（現地通貨ベース/前年同期⽐）

レーザーの売上伸び率は、本体は プラス 1％、消耗品はマイナス 2％、
インクジェットの売上伸び率は、本体は プラス 16％、消耗品はマイナス 2％となりました。

[製品本体]
レーザーについては、市況低迷が続く欧州を除き、総じて販売が堅調に推移しました。
インクジェットについては、先進国・新興国ともに販売が伸⻑しました。

[消耗品]
レーザー、インクジェットともに、欧州における値上げ前の駆け込み需要の反動減により、減少しました。

© 2025 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved.

プリンティング&ソリューションズ事業
主要製品別売上伸び率・構成⽐
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24通期23通期22通期24Q424Q324Q224Q123Q423Q323Q223Q122Q422Q322Q222Q1

売上⾦額伸び率（前年同期⽐）

レーザー

-1%-8%41%1%-1%2%-5%-1%-13%-17%4%36%42%45%41%本体円ベース

9%11%3%-2%14%14%11%18%11%15%3%4%0%-8%18%消耗品

-2%-13%23%1%0%2%-12%-9%-16%-21%-1%23%21%23%25%本体現地通貨ベース

5%4%-8%-2%12%12%0%7%5%7%-3%-6%-13%-20%7%消耗品

インクジェット

15%0%33%14%17%12%18%-1%-5%3%5%39%46%32%18%本体円ベース

3%8%9%-2%11%6%-1%5%0%16%15%13%8%-2%19%消耗品

15%-4%20%16%18%14%10%-7%-8%-2%2%27%30%16%8%本体現地通貨ベース

1%2%0%-2%10%4%-9%-3%-4%9%9%4%-2%-12%11%消耗品

55%54%51%55%56%55%55%56%54%53%54%53%49%47%53%消耗品⽐率

販売台数伸び率（前年同期⽐）

-5%-10%8%1％-6％-2％-13％-6%-8%-21%-1%8%3%9%14%レーザー

14%-2%26%11％17％14％13％-9%-3%0%4%43%42%16%8%インクジェット

※販売台数伸び率について、インクジェットの23Q4を-8％から-9％に、レーザーの23通期を-9%から-10%に、前回公表時（2025年2⽉9⽇）から修正しました。
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マシナリー事業の第4四半期の売上収益は 227 億円。
現地通貨ベースでの伸び率は、プラス15.2％となりました。

・産業機器
売上収益は、 145 億円。現地通貨ベースでの伸び率は、プラス 20.2％となりました。
中国・アジアにおいて⾃動⾞・⼀般機械市場向けの設備投資需要が緩やかに回復したことに加え、
第3四半期に発⽣したIT向けのスポット受注の売上を計上したことで、⼤幅な増収となりました。

・⼯業⽤ミシン
売上収益は、 82 億円、現地通貨ベースでの伸び率は、プラス 7.3％となりました。
⼯業⽤ミシンについては、アジアの縫製⼯場における設備投資需要が回復に向かい、増収となりました。
ガーメントプリンターについては、競争環境が厳しくなっていることにより、主に欧州において販売が減少しました。
⼯業⽤ミシン全体では、為替のプラス影響もあり、増収となりました。

事業セグメント利益は、 4億円の⾚字となりました。
増収となったものの、⼈件費を中⼼とした販管費の増加やミックスの変化が影響しました。
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マシナリー事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益
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（億円）

120 145

431
471 473

23Q4 24Q4 FY23 FY24
前回
予想

FY24

75 82

343
389 379

23Q4 24Q4 FY23 FY24
前回
予想

FY24
-3 -4

22

13
9

-1.7%

23Q4

-1.9%

24Q4

2.9%

FY23

1.5%

FY24
前回
予想

1.0%

FY24

利益率⼯業⽤ミシン産業機器

主な製品等

産業⽤
⺠⽣/産業区分

⼯作機械 ⼯業⽤ミシン ガーメントプリンター

旧セグメント

為替影響
除く増減率

対前年
増減率FY24FY24

前回予想FY23為替影響
除く増減率増減率24Q423Q4

7.0%10.1%85286077415.2%16.3%227195売上収益
8.3%9.8%47347143120.2%20.6%145120産業機器

--8.5%333436--33.9%812⽶州
--18.5%262632-13.1%108欧州
-30.7%319314244-55.5%10467アジア他
--19.7%9697119--29.3%2332⽇本

5.4%10.5%3793893437.3%9.4%8275⼯業⽤ミシン
-8.5%-4.7%1091171142.1%4.8%2120⽶州

-15.9%-11.8%657074-6.3%-6.3%1415欧州
31.7%39.3%18718613414.2%17.2%4236アジア他

--13.1%181620-19.7%54⽇本

--61.4％91322---4-3事業セグメント利益
--65.1%81223---5-3営業利益

売上収益 事業セグメント利益
（億円）（億円）



四半期ごとの売上収益と受注額です。
受注額は、国内受注と海外受注を合わせた製品本体受注の合計額です。

受注⽔準は ⾃動⾞・⼀般機械向けを中⼼に緩やかに回復しています。

37

© 2025 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved.

マシナリー事業（産業機器）
受注額の推移

37

※出所:（⼀社）⽇本⼯作機械⼯業会 ⼯作機械主要統計より※国内・海外の製品本体の受注額合計
海外受注額は各四半期の為替レートにて円換算

（億円）
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受注額 売上収益

0
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1,000

1,500

2,000

22Q4 23Q1 23Q2 23Q3 23Q4 24Q1 24Q2 24Q3 24Q4

内需 中国を除く外需 中国

受注額・売上収益の推移 （参考）⽇⼯会受注統計
（億円）
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ドミノ事業の第4四半期の売上収益は 311 億円。
現地通貨ベースでの伸び率は、プラス 4.3％となりました。

製品本体、消耗品ともに販売が堅調に推移したことに、
為替が英ポンドに対して円安に推移したことによるプラス影響も加わり、増収となりました。

事業セグメント利益は、 13 億円。
増収効果などにより、増益となりました。

営業利益は、 0 億円。
前年同期に計上したのれんの⼀部の減損損失がなくなったものの、
英ポンド⾼の進⾏による為替差損や⼀時費⽤を計上したことが影響しました。
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ドミノ事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益
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（億円）

主な製品等

産業⽤
⺠⽣/産業区分

292 311

1,096
1,174 1,194

23Q4 24Q4 FY23 FY24
前回
予想

FY24

6
13

51
47

54

2.1%

23Q4

4.3%

24Q4

4.6%

FY23

4.0%

FY24
前回
予想

4.6%

FY24

利益率

売上収益 事業セグメント利益

コーディング・
マーキング機器 デジタル印刷機

旧セグメント

為替影響
除く増減率

対前年
増減率FY24FY24

前回予想FY23為替影響
除く増減率増減率24Q423Q4

3.3%8.9%1,1941,1741,0964.3%6.5%311292売上収益
8.3%11.4%3133082818.7%8.7%8175⽶州

-0.3%10.1%5165074692.9%11.8%138124欧州
2.6%3.9%322317310-1.6%-6.6%8085アジア他

-17.3%424136-45.1%128⽇本

-7.2%544751-118.6%136事業セグメント利益

--3641-241--0-279営業利益

（億円）（億円）
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ニッセイ事業の第4四半期の売上収益は 51 億円。
現地通貨ベースでの伸び率は、プラス2.2％となりました。

主に中国における設備投資需要が引き続き低迷し、前年同期並みとなりました。

事業セグメント利益は、 1 億円。
営業利益は、⼀部固定資産の減損損失の計上により、 4 億円の⾚字となりました。
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ニッセイ事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益
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50 51

208 202 200

23Q4 24Q4 FY23 FY24
前回
予想

FY24

1 1

10

3

5

1.4%
23Q4

2.5%

24Q4

4.9%

FY23

1.3%

FY24
前回
予想

2.4%

FY24

利益率

売上収益 事業セグメント利益

（億円）

主な製品等

産業⽤
⺠⽣/産業区分

ギアモータ ⾼剛性減速機 ⻭⾞

旧セグメント

為替影響
除く増減率

対前年
増減率FY24FY24

前回予想FY23為替影響
除く増減率増減率24Q423Q4

-5.1%-3.9%2002022082.2%2.4%5150売上収益
-10.5%-5.7%313133-6.7%-3.9%99⽶州

---------欧州
-17.6%-15.2%293035-10.9%-13.1%67アジア他

--0.7%140141141-7.5%3633⽇本

--53.5%5310-78.4%11事業セグメント利益
--0310---41営業利益

（億円）（億円）
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P&H事業の第4四半期の売上収益は 141 億円、
現地通貨ベースの伸び率は、プラス 10.6％となりました。

中級機・普及機の販売が堅調に推移したことに加え、⾼級機の新製品投⼊効果が継続し、増収となりました。

事業セグメント利益は、 28 億円。
増収効果に加え、製品ミックスの改善もあり、⼤幅な増益となりました。
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パーソナル&ホーム事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益
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127 141

505
571 572

23Q4 24Q4 FY23 FY24
前回
予想

FY24

11

28 25

57

73

9.0%

23Q4

19.6%

24Q4

5.0%

FY23

10.0%

FY24
前回
予想

12.8%

FY24

利益率

売上収益 事業セグメント利益

（億円）

主な製品等

⺠⽣⽤
⺠⽣/産業区分

家庭⽤ミシン カッティングマシン

旧セグメント

©Disney

為替影響
除く増減率

対前年
増減率FY24FY24

前回予想FY23為替影響
除く増減率増減率24Q423Q4

10.6%13.2%57257150510.6%11.0%141127売上収益
13.8%15.5%34634530016.2%16.7%8775⽶州
6.1%10.6%1391391264.5%4.4%3230欧州
7.5%12.2%57575115.4%16.4%1412アジア他

-2.6%282928--15.4%911⽇本

-190.7%735725-141.3%2811事業セグメント利益
-168.7%675725-85.4%2212営業利益

（億円）（億円）
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N&C事業の第4四半期の売上収益は 98 億円。前年同期⽐ プラス 1.4%となりました。

カラオケ機器の販売が堅調に推移し、前年同期並みとなりました。

事業セグメント利益は、5 億円。
新製品投⼊に関連する費⽤が増加していた前年同期と⽐較し、販管費が減少したことにより、増益となりました。
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ネットワーク&コンテンツ事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益

41

96 98

381 388 388

23Q4 24Q4 FY23 FY24
前回
予想

FY24

1

5

16

20 19

0.6%
23Q4

4.7%

24Q4

4.3%

FY23

5.2%

FY24
前回
予想

5.0%

FY24

利益率

売上収益 事業セグメント利益

（億円）

主な製品等

⺠⽣⽤
⺠⽣/産業区分

通信カラオケシステム

旧セグメント

エンターテインメント・
プラットフォーム

対前年
増減率FY24FY24

前回予想FY23増減率24Q423Q4

1.9%3883883811.4%9896売上収益

18.6%192016728.5%51事業セグメント利益

18.3%202117-4-1営業利益

（億円）（億円）
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セグメント業績概要（2025年度業績予想）

42

⽶国関税政策の影響を受け、地域別の予想は⾮開⽰といたします。
第1四半期決算発表時にアップデート予定です。

42

セグメント別の2025年度通期予想です。



※⽶国関税政策の影響を受け、地域別の予想は⾮開⽰とします。
第1四半期決算発表時にアップデートを予定しています。

・プリンティング＆ソリューションズ（P&S）事業
売上収益は、通信・プリンティング機器、ラベリングともに、
現地通貨ベースでの売上は増加するものの、為替のマイナス影響により減収となる⾒込みです。
通信・プリンティング機器については、製品本体・消耗品ともに堅調に推移する⾒込みです。
ラベリングについては、業務⽤ラベリングの販売を引き続き強化します。

事業セグメント利益は、⽶国関税政策ににともなうマイナス影響や、⼈件費を中⼼とした販管費の増加を⾒込むものの、
増収効果、および価格対応などの対応策の実施により、前年並みとなる⾒込みです。

・インダストリアル・プリンティング（IP）事業
売上収益は、ドミノについては、トレーサビリティ需要の⾼まりなどにより需要は安定的に推移し、
現地通貨ベースでの売上は増加するものの、為替のマイナス影響により減収となる⾒込みです。
産業⽤プリンターは、ローエンドを中⼼に競争は厳しくなっているものの、
⾃動化ソリューションやハイエンドモデルの販売強化により増収となる⾒込みです。

事業セグメント利益は、為替のマイナス影響に加え、⽶国関税政策にともなうマイナス影響や
⼈件費、開発費、基幹業務システムの刷新費⽤などの販管費の増加により、⼤幅な減益となる⾒込みです。

43
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為替影響
除く増減率

対前年
増減率FY25予想FY24

4.0%-2.2%5,3275,448売上収益
4.0%-2.3%4,6474,755通信・プリンティング機器

---1,850⽶州
---1,501欧州
---952アジア他
---452⽇本（OEMを含む）

4.3%-1.9%680693ラベリング
---318⽶州
---217欧州
---109アジア他
---49⽇本

-0.3%612610事業セグメント利益
-4.4%615589営業利益

プリンティング&ソリューションズ事業/インダストリアル・プリンティング事業
地域別売上収益･事業セグメント利益・営業利益
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4,755 4,647

FY24 FY25
予想

693 680

FY24 FY25
予想

610 612

11.2%

FY24 FY25
予想

11.5%

利益率

（億円）

売上収益 事業セグメント利益

通信・プリンティング機器 ラベリング

為替影響
除く増減率

対前年
増減率FY25予想FY24

5.6%-2.0%1,3451,373売上収益
4.5%-3.3%1,1551,194ドミノ

---313⽶州
---516欧州
---322アジア他
---42⽇本

13.0%6.3%190179産業⽤プリンター
---98⽶州
---38欧州
---28アジア他
---14⽇本

--54.3%2452事業セグメント利益
--28.3%2332営業利益

（億円）

1,194 1,155

FY24 FY25
予想

179 190

FY24 FY25
予想

売上収益

ドミノ 産業⽤プリンター

52

24
3.8%

FY24
1.8%

FY25
予想

利益率（億円）（億円） （億円）（億円）
事業セグメント利益

プリンティング＆ソリューションズ事業 インダストリアル・プリンティング事業

新セグメント



※⽶国関税政策の影響を受け、地域別の予想は⾮開⽰とします。
第1四半期決算発表時にアップデートを予定しています。

・マシナリー事業
売上収益は、産業機器・⼯業⽤ミシンともに、
⽶国関税政策による中国を中⼼とした市況悪化の影響を⼀定程度織り込んでいます。
その中でも、産業機器については、⾃動⾞・⼀般機械市場における設備投資需要の回復に加え、
重点地域における販売強化や新製品の拡販により、⼤幅な増収となる⾒込みです。
⼯業⽤ミシンについては、エアバッグなどのノンアパレル向けの販売強化により、
現地通貨ベースでは売上が増加するものの、為替のマイナス影響により、減収となる⾒込みです。

事業セグメント利益は、⼈件費を中⼼とした販管費が増加するものの、
増収効果などにより⼤幅な増益となる⾒込みです。

・ニッセイ事業
設備投資需要の緩やかな回復により、増収増益となる⾒込みです。

44
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マシナリー事業/ニッセイ事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益

44

473
600

FY24 FY25
予想

200 192

FY24 FY25
予想

11

46

1.6%

FY24

5.8%

FY25
予想

利益率

（OEMを含む）

売上収益 事業セグメント利益

産業機器 ⼯業⽤ミシン （億円） （億円）

マシナリー事業
為替影響
除く増減率

対前年
増減率FY25予想FY24

21.5%17.6%791673売上収益
29.4%26.7%600473産業機器

---33⽶州
---26欧州
---319アジア他
---96⽇本

2.7%-4.1%192200⼯業⽤ミシン
---11⽶州
---27欧州
---159アジア他
---4⽇本

-327.7%4611事業セグメント利益
-288.6%4612営業利益

200 220

FY24 FY25
予想

5 5

2.4%

FY24

2.1%

FY25
予想

利益率

（OEMを含む）

売上収益 事業セグメント利益
（億円） （億円）

ニッセイ事業
為替影響
除く増減率

対前年
増減率FY25予想FY24

13.1％10.0%220200売上収益
---31⽶州
----欧州
---29アジア他
---140⽇本

--3.9%55事業セグメント利益
--50営業利益

新セグメント

（億円）（億円）



※⽶国関税政策の影響を受け、地域別の予想は⾮開⽰とします。
第1四半期決算発表時にアップデートを予定しています。

・P&H事業
売上収益は、中⾼級機を中⼼とした販売強化により現地通貨ベースでの売上は増加するものの、
為替のマイナス影響により減収となる⾒込みです。

事業セグメント利益は、前年度に投⼊した最⾼級機の新製品投⼊効果が⼀巡し、減益となる⾒込みです。

・N&C事業
売上収益は、国内のカラオケ市場が安定的に推移することを前提に、
カラオケ機器の上位モデルの販売拡⼤やオペレーションの効率化などにより、増収増益となる⾒込みです。

45

© 2025 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved.

パーソナル&ホーム事業/ネットワーク&コンテンツ事業
地域別売上収益･事業セグメント利益・営業利益

45

為替影響
除く増減率

対前年
増減率FY25予想FY24

3.2%-3.5%552572売上収益
---346⽶州
---139欧州
---57アジア他
---28⽇本

--20.8%5873事業セグメント利益
--13.0%5867営業利益

対前年
増減率FY25予想FY24

2.1%396388売上収益

13.8%2219事業セグメント利益

9.7%2220営業利益

パーソナル＆ホーム事業

388 396

FY24 FY25
予想

19 22

5.0%

FY24 FY25
予想

5.5%

利益率

売上収益 事業セグメント利益
（億円） （億円）

ネットワーク＆コンテンツ事業

73
58

12.8%

FY24 FY25
予想

10.5%

利益率

売上収益 事業セグメント利益
（億円） （億円）

572 552

FY24 FY25
予想

新セグメント

（億円）（億円）
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参考資料
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【参考】 ⽶国関税影響｜主な⽣産拠点と⽶国販売⽐率

47

⽶国売上⽐率
（24年度実績）主な⽣産拠点主な製品事業（新セグメント）

30％弱

ベトナム、中国(⼀部のみ)レーザー製品通信・
プリンティングP&S

プリンティング＆
ソリューションズ

フィリピンインクジェット製品

中国、フィリピンラベリング製品ラベリング

20％弱英国、中国コーディング・マーキング機器
デジタル印刷機ドミノIP

インダストリアル・
プリンティング 約50％⽇本ガーメントプリンター産業⽤プリンター

⼀桁半ば％
⽇本、中国(中国市場向け)

インド(インド市場向け)産業機器産業機器
マシナリー

中国⼯業⽤ミシン⼯業⽤ミシン

約15％⽇本減速機・⻭⾞ニッセイ
約50％台湾、ベトナム家庭⽤ミシンP&H パーソナル＆ホーム

なし⽇本通信カラオケ機器N&C ネットワーク＆コンテンツ

20％強--全社

⽣産拠点は東南アジアが多く、全社における⽶国売上⽐率は20％強。売上規模としてはP&S事業が多くを占める
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【参考】 ブラザーグループの事業領域

48

ビジネスの領域 製品・サービス群

産業機器
マシナリー

産
業
⽤
領
域

⼯業⽤ミシン

ニッセイ

ドミノIP
(インダストリアル・
プリンティング) 産業⽤プリンター

業務⽤ラベリング
P&S
（プリンティング＆
ソリューションズ）

汎⽤ラベリング
⺠
⽣
⽤
領
域

通信・プリンティング

P&H（パーソナル＆ホーム）

N&C（ネットワーク＆コンテンツ）

新規事業

⼯作機械

⼯業⽤ミシン

コーディング・
マーキング機器 デジタル印刷機

ガーメントプリンター
(産業⽤プリンター)

家庭⽤ミシン

モバイルプリンター
(P&S 業務⽤ラベリング)

プリンター・複合機
(P&S 通信プリンティング)

ラベルライター

減速機

⻭⾞

通信カラオケ機器

業務⽤
ラベルプリンター

リアルタイム共有ができる
⼿書きアプリスポットクーラー 燃料電池

産業⽤領域

⺠⽣⽤領域

新規事業

事業名 サブセグメント
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ロゴ
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